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あらまし 単にコミュニケーションと言った場合，現在では通信によるデータコミュニケーションを連想しが

ちであるが，本来は，言語・文字その他の方法による人と人との思想 ・意思の伝達や交換を指す.近年，障害(感

覚)補償機器と称される情報機器を人と人との間に置くことにより，障害者もさまざまなコミュニケーションが

可能となってきた.筆者らは，福祉のためのコミュニケーション技術を，障害者とその関係者に提供するという

形で，種々のコミュニケーションツールを研究・開発 ・実用化してきた.特に開発対象としてきたのは，視覚障

害関係機器に関するものである.過去に開発された機器の中には，研究の域から更に商品化されたものもいくつ

かある.これら障害(感覚)補償機器の過去と現状，および現在抱える問題点等について，更に将来における課

題等を， I障害者の福祉コミュニケーションツールとアクセシピリティという観点から述べる.
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1.まえがき

これまで，ボランティアや福祉関係者により，障害

者と共にさまざまなコミュニケーション努力がなされ

てきた.その中から，福祉関連障害補償機器といった

ものが，個人や中小の製造業者により，試作され実用

化が図られてきている.障害者と日常接する機会の

ない人でも，手話や点字といったものが，聴覚障害者

や視覚障害者のコミュニケーション手段の一つである

ことは，ある程度知られているが，知的障害者あるい

は聴覚 ・視覚障害以外に関し，他の手段はほとんど知

られていないのが現状である.また手話や点字といっ

ても，それらの実状がどのようなものであるかは，一

般の人には認識されていない.これまで筆者らは，主

に視覚障害者を対象に，晴眼者(健常者)とのコミュ

ニケーションツールの研究 ・開発 [3J"'--[6J，[8J， [12 J~ 

[16J， [20Jを行ってきた. 我々の過去の研究では，研究

↑

段階にとどまらず製品化され，商品として流通してい

る米沢によるマイクロカプセJレペーパー [lJ，[2J， [22J 

(触図用紙)や，小JIIによる 2種類の点字プリング [8J

がある.このような障害 (感覚)補償機器は，経済的

理由から製造メーカーがあまり進出しない分野である

ため，個人による手造りからスタートするものが多い.

一般の健常者が得られる情報の 80%は，視覚から得

られる情報であると言われている.研究によっては，

80%以上であるという医学者の報告 [7Jもある.視覚

情報の研究結果によらないまでも，我々はi直感的に，

コミュニケーションの方法・媒体・道具が何であれ，障

害者 ・健常者にとって，コミュニケーションにおける

視覚情報の重要性は，万人に理解されるとこ ろである.

障害者が「情報障害者」に陥ってはいけないことは明

白であるが，その実現にはボランティア等による人的

パワーには限界があり，障害者の社会的自立を考慮し

た際に，すべてを援助することが良いことであるとも

限らない.ζれら社会的自立や人的な援助を，工学的

手法を用いて， HardwarejSoftwareの両面から，視

覚障害者と晴眼者(健常者)のコミュニケーションを

図るというのが筆者らの研究 ・開発の原点であり，以
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下においてこれまでの研究結果と， 今後における問題

点を，情報へのアクセスという観点から福祉のための

コミュニケーションについて述べる.

2. 障害者情報アクセス

日本電子工業振興協会の委員会名に「ヒューマニ

ティ エレクトロニクス」という名称が使われて7年ほ

どたっ.IEEEの学会用語集にも Websterの辞書に

もないこの和製英語の意味は，人聞にと って使いやす

し〉電機 ・電子 ・情報 ・通信機器を実現することであり，

当然のことながら，障害者もユーザとして含まれてい

る.要は，家電製品からコンピュータなどの高度情報

機器まで，すべてを対象に，人に適したヒューマンイ

ンタフ ェースの実現がこの和製英語の意味である.

理想、は高尚であ るが，実際は，高齢者にもやさし

く扱える家電製品の実現が，見直し始められたのが

ヒューマニティエレクトロニクスの現状である.本来

であれば，電話やファクシミリから，ワードプロセツ

サやパーソナjレコンビュータ，はたや高度情報処理機

器に至るまで，障害者や高齢者が容易に使えるように

することが望まれている.この概念は「アクセシビリ

テイ 」と呼ばれている.

2.1 国外におけるアクセシビリティ

アクセシビリティは野城 [19Jに詳しいが，アメリカ

では，リハビリテーション法の改訂に伴い， 1987年に

その指針が示された.この指針の基本的な考え方は，

障害者と健常者が， 電子事務機器に閉じようにアクセ

スできることと定義され，入力 ・出力・ 文書化に分か

れて仕様が定められている.具体的には，マウス操作

の不可能な上肢障害者のために，ジョイスティックや

トラックボール，更には音声入力やタッチパッドなど

の入力代替デノてイスを入力用に用意しなければならな

い.また出力では，図形を音声化するなどの出力変換

装置の付加も求められている.

北欧5か国では，北欧障害委員会が1993年に「計算

機アクセシビリティ北欧指針」を公表 [11Jしている.

そこには現在の情報機器に対し，早急なアクセシビリ

ティの実現よりは，将来のあるべき環境を指針し，ア

プリケーションプログラムの詳細に関し，きめ細かい

点、まで言及している.更に北欧5か国には，各国内の

製造業における企業で，世界と利害の対立する主要計

算機メーカが存在せず，北欧指針を広く受け入れても

らうため，国際的な基準として楳準化が提唱されてい

る.この方針に基づき 1994年に，国際標準化機構と

国際電機標準会議は，北欧指針[l1JをIS0の技術レ
ポートにする提案 [18Jを行っている.

2.2 日本におけるアクセシビリティ

日本においても， アメ リカでの動きを受け，1990年

に通産省から「情報処理機器アクセシビリティ指針」

が公表された.この指針における理念は， アクセシピ

リティを明確に打ち出している諸外国と同じものであ

るが，法的根拠 ・法的束縛といったものがない.但し，

日本特有のかな漢字変換といった現在の技術あるいは

近い将来使える技術について，3段階のステップを踏

まえて，必要とする機能に言及している点が特徴であ

る.従って，パーソナルコンピュータを主とした市販

情報処理機器を考えた場合，日本の製造業者が，障害

者・高齢者を含めたすべての人が使えるように設計し

なくてはならないことを，通産省の指針は示している.

3. 開発機器

本論において，障害者の福祉コミュニケーション全

般について網羅できれば良いが，知的障害者 ・肢体不

自由 ・Jfm、覚障害 ・視覚障害などさまざまな障害があり，
これらすべてを一律に論ずることはできない.本節

以降， これまで我々がかかわってきた視覚障害者のコ

ミュニケーションについて述べる.この中で開発機器

としてさまざまなものが挙げられるが，その基本思想、

は，情報機器を中間媒体として，効率良く視覚障害者

と晴眼者(健常者)のコミュニケーションを図る道具

作り から研究は始ま っていることにある.

3.1 マイク ロカプセルペーパー

文章などの文字情報を，6点で構成される点字に

よって視覚障害者に伝えるのに比べ，写真 ・絵 ・図な

どといった図形情報を視覚障害者に伝えることは容易

なことではない.米沢によるマイクロカプセ/レペー

ノfー [lJ，[2J， [22Jは，一般に触図用紙と呼ばれ，触察

によって図形の認識を可能にする用紙である.

図lのように 2次元図形を作成するには，原因とな

る原稿を作成しこれをマイクロカプセルペーパーにコ

ピー機等で複写するか，マジックインクなどで直接マ

イクロカプセルペーパーに作図し，これを熱加工によ

る現像(発泡)を行う ことにより，容易に作成するこ

とができる.原稿の裏と表を間違えなければ，全盲の

方でも作成することができるほど容易である.作成の

ためのコピー機と現像機は，商品化され広く盲学校等

に普及している.更に特許申請を行わなかった欧州で

は，マイ クロカプセノレペーパーのコピー商品が，日本
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図l マイクロカプセ/レペーパー
Fig 1 Micro capsule papel 

より安価なものとして流通している.

文字を伝えるものと して点字が存在するのに対し，

マイ クロカプセルペーパーは，視覚障害者にとって

図形情報を伝えるためのハードウェアである.晴眼者

(健常者)にとってハードウェアだけ存在しても，視

覚障害者に伝える情報を載せるには，情報を記述する

ためのソフ トウェアが必要となる.視覚情報を指先で

触れて認識するのがマイ クロカプセルペーパー(触図

用紙)であるが，普段晴眼者が見ている情報をそのま

ま拡大 [10Jして写せば良いというものではない. そ

こには触れて理解しやすい情報に加工 日5J，[16J， [22J 

した情報を提供しなくてはならない.更にそういった

ものを作成するには，ボラ ンティアや一般の方が容易

にデータの作成できる道具がなければならない.この

データ入力ツールについては， 3.5で述べる.

3.2 点字プリンタ

近年ワードプロセツサの普及により，容易に活字印

刷物が一般の家庭においても作成可能になったように，

ノfーソナルコンピュータの発達により，いくつかの点

字エディタが作成され，点字を知らない者にも容易に

点字文書が作成できるようになった.手作業で作成す

る点字と異なり，修正も保存も容易であるが，印刷を

行うには専用の点字プリンタが必要となる，これまで

小}IIにより 2種類の点字プリンタ [8J(図2)が研究 ・

開発され，商品化に至っている.

大量の点字文書を，高速かつ安価に作成するには点

字プリンタ は欠かせないものであるが，すべてのコン

ピュータに対して標準的な入出力機能をもつこと，更

には使い勝手の良いものへと，現在も点字の l点に当

たるピン l本を削ることから改良が続けられている.

304 

図2 点字プリンタ

Fig.2 Braille embosser 

3.3 自動点字読み取り装置

点字は本来指先で読み取られるものであるが，視覚

障害者が行政機関等に点字で書類を提出する場合や，

入学試験 ・資格試験など短期間に正確に処理を行わな

ければならない場合，常に点字を読める者を確保する

ことは容易なことではない.特に行政機関の対応窓口

には，聴覚障害者のための手話通訳者 ・視覚障害者の

ための点字理解者等のすべての障害に対応した担当者

を，行政サービスの一環として配置するのは困難なこ

とである.点字という媒体を通じて視覚障害者と晴眼

者(健常者)の双方向コミュニケーショ ンを考えた場

合，晴眼者の「点字の読み書き」に関し，その読み取

りについて自動的に点字を判読する装置が安価に存在

すれば， 視覚障害者の福祉コミュニケーションツール

として，双方の情報アクセスが可能となる.

点字を書く道具としての点字プリンタ開発に続き，

自動点字読み取 り装置 [20Jの研究開発を行っている.

自動的に点字を読み取るには，機械的方法として次の

二つの方法がある.

-光学(影)による読み取り

・物理的触察による読み取り

点字は紙の両面に打たれることもあり，これをイメー

ジリーダ等の光学的な装置で読み取る場合，表面の凸

点と裏面の凹点は同一面に区別のない影として写影さ

れるため， 凹凸の情報が失われてしまう.更に点字用

紙の色は一般に白であるが，これが汚れていたり落書

きされていても，点字利用者には問題はないが，光学

的読み取り装置には致命的なエラーとなる.

光学的方法と物理的方法の双方に，読み取り上の一
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長一短はあるが，我々は物理的な高低で読み取る手法

で開発にあたった.図3はセンサの一部で，全体は 2

本 /mmの分解能をもっ 430本のワイヤを密着させて

並べたものである.点字の自動認識には，行位置検出 ・

文字サイズ決定 ・パターンマッチング ・スキュー処理

が必要で，これらをソフ ト的に実行 ・処理している.

自動点字読み取り装置の利用目的は，視覚障害者か

らの文書を読むだけではなく ，1冊しか存在しない古

書の複製など，寿命のある点字本の再生にも役に立つ.

装置は図4のように手軽なため，この点字自動読み取

り装置が公的機関の窓口や個人用として安価に利用で

きれば，点字を知らなくても視覚障害者とのコミュニ

ケーションが容易になる.

3.4 自動点訳システム

かな漢字変換の技術は，かな文字列を漢字かな交じ

り文に変換するものであるが，点、訳は詳細な点訳規則

を無視すると，漢字かな交じり文をかな文字列に変換

するものであり，機械的に自動点訳を行うには，これ

まで培われてきたかな漢字変換の技術が，図5の関係

図3 点字読み取り部分

Fig.3 A part of braille reader 

図4 点字読み取り装置
Fig.4 Braille reader 

からそのまま応用できる.

これまで数種の自動点訳システムが提供され，筆者

らもパーソナルコンピュータとワークステーションで

稼働するシステム [23]を開発した.しかしこれら自動

点訳システムと呼ばれるものは，あくまで平易な文章

を点訳するものであり，そのほとんどが新聞程度の入

力文章を点訳守るものである.英語点訳一つを取り上

げても，自動点訳の試み[17]には点訳規則上のさまざ

まな規定があり，完壁な自動化点訳を行うことはなか

なか難しい.実際ボランティアの方々が点訳で苦労す

るのは，英語を含め文章中に現れる図 ・表 ・数式 ・科

学式(化学式)・特殊記号 ・理科記号などの特別な点訳

規則に関わる部分や，TEXに代表されるマークアップ

言語で自動的に作成される相互参照や目次 ・索引の手

作業による点字での作成である.

特に大学レベJレ以上の教育を受ける場合や研究に携

わる場合，高等数学におげる数式や物理 ・化学で使用

される科学式の点訳は，一般のボランティアの方には

非常に難解なものである.近年DeskTop Publishing 

(D.T.P.)の発達により，版下作業を経ずに高品位の

レーザプリンタを用いて一般の人が，活版印刷に近い

印刷物の作成が可能になった.中でも τ'EXは数式の
処理に優れ，すべての数式表現を矛盾なく定義しその

出力も美しい.自動点訳システム [23]の開発に続き，

ボラ ンティアの方でも数式点訳規則を覚えることなし

矛盾のない規則で数式を扱えるように TEXを入力原

稿として点訳を行うシステム [21]を開発した.

3.5 触図作成システム

文字情報を視覚障害者に伝える道具として点字はよ

く知られているが，図形情報を伝える道具として前述

の触図 (3.1)がある.図形情報のみを作成するので

あれば，一般に絵や図形を擢iく道具として「お絵描き

ソフト」と呼ばれるソフトウェアが，パーソナルコン

ビュータやワークステーション用にさまざまなものカま

開発されており，これらを使用すればよいが，図や絵
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図5 かな漢字変換の応用

Fig.5 Application of Kana Kanji conversion 



の中に文字情報としての点字も必要となり，これらの

ソフトウェアは点字を知らない者にも容易に点字入力

ができるようには設計されていない.我々は視覚障害

者に図形情報をボランティアや一般の方が容易に伝達

するために，文字情報の入力はローマ字やかなで入力

し，その表示は点字・ 墨字(普通文字)のスイッチが

でき，本来のお絵描きソフトがもっている機能を生か

せる触図作成システム [14Jの開発を行った.開発の設

計理念は，点字を覚えることなく容易に作成できるこ

としし，なおかつコンビュータに不慣れな一般の方に

も使えることである.

4. 福祉コミュニケーション

北欧 5か国による北欧障害委員会が「計算機アク

セシビリティ北欧指針」を公表[l1Jしたのは 1993年

で，まだまだアクセシビリティという言葉の認知度は

低い.過去における我々の研究は，視覚障害者のため

のアクセシビリティ 向上のシステム環境作りを行って

きたが，視覚障害関係に限らず福祉コミュニケーショ

ンに携わってきた方々も，アクセシビリティという言

葉に対する認識は低かったと思われる.それでは，何

をもって福祉コミュニケーションというのであろうか.

4.1 障害補償機器

一般に福祉機器は，商業的に採算ベースにのらない

ため，大手企業が手がけない分野である.福祉機器の

開発は，どうしても家内制手工業的になってしまう.

採算ベースに合わない分野の情報アクセス，つまり福

祉コミュニケーション分野は，他のコミュニケーショ

ン分野に比較し，発展から取り残されがちである.

若者のボランティア参加が阪神淡路大震災において

証明されたが，手話や点字といったボラ ンティア活動

に参加される方は，子育ての一段落されたご婦人の方

がまだまだ圧倒的に多い. これまでコ ンピュータに代

表される高度情報機器は，専門家にしか扱えなかった

が，近年のワードプロセッサやパーソナルコ ンピュー

タなどは，だれにでも扱えるようになってきた.しか

し，家電製品のビデオを例にと っても，若い人でもビ

デオのすべての機能を十分に理解し扱っているわけで

はない.だれにでも容易に扱えるということで「人間

に優しい」という言葉だけが先行し，実体ははるかに

遅れているというのが現状である.前節まで我々がこ

れまで研究・開発を行ってきた障害(感覚)補償機器

は，人間に優しいという理想はあるが，初期段階にお

いては機械寄りの設計になり，それに人聞が近づく形
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態にならざるを得なかったものもある.一般に初版完

成後，改良を加え使い勝手の良い機器へ進化していく

ものが多い.

障害(感覚)補償機器の発達，例えば合成音声ソフ

トとワードプロセツサやエディタを組み合わせること

により，全盲の方でも普通の形態で書かれた文書を電

子ファイルの形で読めるようになった.しかし，ディ

スプレーに表示された ものを人工音声で合成して読

めるとはいっても，アクセントやイントネーショ ンの

ない棒読みの合成音声では，人間の自然な発声と比較

しとても聞きやすいものではない.また一つの合成音

声ソフトさえあれば，すべての情報機器と組み合わせ

利用可能かというと，利用可能なものの方が少ないと

いった方がよい.現在でさえコンピュータの OSとし

て代表的なものに，UNIX， MS-DOS， MacIntoshな
どがあり，時には同じ OSでもパージョンが異なるだ
けで使用できない場合がある.補償機器の発達は，道

具としての機器が個別に出現し始めたのが現状で，今

後障害者のための福祉コミュニケーションツールとし

て，進化し発展 ・改良がなされる第1段階にある.こ

れまで研究 ・開発を行ってきた前述の補償機器も，ほ

ぽ同じ段階にあり，障害機能の感覚代行実現，利用者

の福祉利用目的のため，障害者と健常者が専門知識な

しに歩み寄れるコミュニケーションの道具である.現

在は， I障害者と健常者の双方に利用上の負担をかけて

いるのが実状で，補償機器インタフェースの向上，不

便の解消が今後求められる.

4.2 アクセシビリティ向上

実際に福祉コミュニケーショ ンを，高度情報機器を

介して行う(図6)ことを考えた場合，一般のコミュ

ニケーションとは異なり何が問題であるかは，障害者

の方あるいはボランティアの方々にしか認知されてい

ない部分がある.時にはだれに も気づかれない点があ

り，研究や開発が終わった段階で明らかになる点もま

まある.これまで提供されているシステムは，現段階

ではあ くまで個々の道具であり，有機的にシステム化

されたものではない.

アクセシビリティという観点から言えば，やっと一

つ一つの道具がそろい始めたばかりで，すべての障害

を代行するするシステムが，有機的に結合したもの

として完成するには相当の時聞を要する.福祉コミュ

ニケーションを実現する道具として，障害者のアクセ

サピリティを向上させ，健常者と同様のコミュニケー

ション環境を実現し，健常者もこれらのツール類を使
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実線+一一一一一補償機器によるアクセス方法
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図 6 障害補償機器
Fig.6 Sensory compensation equipment 

用し，障害者とのコミュニケーションを容易にするこ

とが，これまでの研究 ・開発の基本であり，これから

の目標である.理念としてのアクセシビリティの向上

にはだれも奥論は唱えないが，経済性 ・マーケッ トの

広さ ・人材難など立ちはだかる問題も多い.しかしア

クセシピリティの対象には高齢者も含まれているので，

今後の高齢化社会を考えれば，道は開けるはずである.

健常者もいずれ聴覚 ・視覚を含めた心身の衰えがくる

のであるから，アクセシビリティ向上は，万人の課題

ととらえるべきである.

4.3 生活と技術の調和

景気の良い時期に作られた家電製品には，高機能・

多品種なものが相当出回ったが，経済の低迷期にこれ

らの製品を見直したところ，シンプルなものが好まれ，

全機能を完全に扱える人も余りいないことがわかった.

経営的に成り立つ商品でさえこのような状況であり，

ましてや福祉関連機器に関しては，福祉コミュニケー

ションの実現を図るには，経済性・法律の整備・公的助

成 ・障害者の自由な参加など問題点はさまざまである.

何をもって，福祉コミュニケーションの実現と言え

るのか.公的機関の窓口で，手話で対話し，点字の書

類に自を通し，車精子が自由に移動でき，だれでも短

時間に用件を済ませるなどということは，現状ではと

ても考えられない.ある障害(感覚)補償機が完成し

たと して，それを障害者自身が持ち歩くのか，第三者

が用意するのか問題になる.更に，これまで健常者が

使用している機器を，障害者が使うにはどの様に改良

すべきかという点から機器開発がスター卜していた

ものを，ゼロから設計をやり直さなければならないも

のも多い.また，当事者でないとわからない問題点も

多々あり，設計・改良も健常者だけで行えるものでも

なく ，双方のフィ ードパックは常に密にしなければな

らない.次節において， 今後あるいは既に現在問題と

なっている事柄を，視覚障害分野に関係する範囲で述

べる.

5. 問題点

情報機器に限らず，我々が日常使用している機器は，

より使いやすいものへ，より便利なものへと進化して

いる.しかしこの進歩は，健常者にと っての利便性で

あり，常にそれらが障害者にとっても良いこととは限

らない.本章では，この点について考える.

5.1 GUl化の問題

近年ワークステーションおよびパーソナルコンピュー

タの GraphicalUser Interface (GUI)の充実がなさ

れてきた.X window， Windows， Macintoshなど何

種類かの Windowsystemが存在するが，いずれのシ

ステムにおいても，詳細なコマンドを知らないユーザ

であっても，一般に知られているアプリケーションを

使用するには Pull-downmenuをマウスで選択しさえ

すれば，ほぽ目的とされる仕事ができるようになって

いる.使用方法がわからない場合は，用意されている

ヘルプファ イルを随時読めるように設計されている.

以前のようにプロンプトに対し，OSの基本コマ ンド

やアプリケーションプログラムのコマンドをキーボー

ドから入力する手聞が省け，作業が非常に簡単に行え

る.更に以前のようにコマンドを覚える必要がなくな

り，コ ンピュータが専門家にしか扱えないものであっ

た時代から，小学校低学年の児童にも扱える道具とな

りつつある.コンピュータが一部の専門家のみが扱う

複雑な機械から，まだまだ扱いづらい函はあるものの，

だれもが容易に使用できる文具のような存在になって

きたことは，ユーザイ ンタフ ェースの改善 ・発達によ

るところが大きい.今後とも， ビジュアノレ化の進んだ

ユーザインタフェース改良 ・研究が重ねられ，より使

いやすい環境が整備 ・構築されることが予測される.

ところで，ビジュアル化されたユーザインタフェー

スの進化は，すべてのユーザにとって，使いやすい環

境と言えるであろうか.特に視覚障害者にとっては，

すでに問題(表1)が生じている.GUI化を推し進め

ることは，健常者にとってはより使いやすいものであ

るが，障害者にとってはこれまで使ってきた障害(感

覚)補償機器が使えない，あるいはうまく適合しない

など，新たな情報アクセスへの壁が出現したことにな

る.これらの問題を生じさせないためにも，北欧・ア

メリカに見られるアクセシビリティ関連法案および提

案を考慮、した上で，経費・コストの問題もあるが，開
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表 1 GUI化に対する不都合

Table 1 Problem of GUI 

問 題 点

弱視 マウスのポインタが見にくく見失う.

カラー画面の濃淡が判別しにくい.

全盲 ウインドゥ画面の認識が不可能(困難). 

画面読みソフトウェアの不適合.

肢体

不自由

マウスの操作が容易に行えない.

使用していた特殊キーボードの不適合.

発段階から熟考が望まれる.

5.2 マルチメディア化 一一著作権問題

近年，著作権者・版権者に対する利益の侵害という

ことで，やっと著作権について日本でもまじめに考え

るようになってきた.文化庁からの通達，アメリカか

らの強い要請があって初めて認識し始めたことは，残

念なことであるが，今後はマルチメディアの進歩に伴

い，更に真剣に著作権に関する問題を考慮しなければ

ならない.著作権はあくまで法体系の上に定められて

いるものであるが，技術の進歩は法体系の整備を待つ

てなされるものではない.あえてマルチメディアを取

り上げなくても，文字情報だけを取り上げただけでも，

そこにはいくつかの間題が存在する.

一般に市販されている書物を，著作権者・版権者に

何の断りもなくコピーすることは，著作権上利益の侵

害になることはよく理解されている.しかし同じ書物

を点訳する場合，著作権法 ・第 2章 ・第3節 ・第5款 ・

第三十七条により「公表された著作物は，盲人用の点

字により複製することができるJ[9Jとなっている.こ

れは作成された点字物が，たとえ無断で作成されたも

のでも，著作権者・版権者に対して著作権を侵害した

ことにはならないことを意味している.公共の福祉・

ボランティア活動を考えた場合，善しとして受け入れ

られるが，この法律は，点字を手作業で作成していた

時代に制定されたものであり，現在では，法体系と技

術進歩に伴うテクノロジーギャップ(図 7) という問

題点を含んでいる.

これまで点字は手作業で作成されていたが，近年，

/~ーソナルコンピュータの発達と低価格化，および点

字作成用ソフトウェアの開発と普及に伴い，ワードプ

ロセッサを扱うのと同じ感覚で，ボランティアの方々

が，電子ファイルの形式で点訳データを蓄積しつつあ

る.ここで問題となるのは，現行の法律では凹凸の

ある点字になったものは著作権に抵触しないが，電子

ファイル形式の点字データそのものは，著作権侵害を

しているという点である.極端な例を示すと，電子
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図 7 テクノロジーギャップ
Fig.7 Technology gap 

ファイ/レのデータをピンディスプレイ(点字で表示す

る装置)で読む場合，点字を表示するデータは著作権

違反で，ピンにより表示されている部分は点字そのも

のなので，何ら著作権に違反しないということになっ

てしまう.

技術ばかりが先行し，それに伴う法体系が間に合わ

ないといった現象は，さまざまな分野で見受けられる

が，これらが仕方のないことであるといって，障害者

が不利益を被ることがあってはならない.公的機関に

よる法体系の整備と，技術に携わる関係者からの的確

な提言と改革が今後望まれる.

6. むすび

本文では，視覚障害者の情報へのアクセスというこ

とで述べてきたが，障害者全般については述べていな

い.また万人が使いやすいシステムという点では，高

齢者にとっても容易に扱えるシステムについても言及

した訳ではない.これまでの研究 ・開発は福祉コミュ

ニケーションということで，視覚障害者を対象に行っ

てきたものであるが，これら開発機器は個々の目的を

達成するために，問題点一つ一つを解決してきただけ

で，開発されたすべての機器が有機的に結び付いて，

一つのシステムとして稼働しているものでもない.こ

の問題は，今後の我々の研究 ・開発上の目標として残

されている点である.更に福祉コミュニケーションは，

利潤追求を求める企業には開発できない部分を多分に

含んでいる.従って，経費 ・労働コストを福祉に向け

られる公的機関の支援も望まれる.

本タイト/レに「障害者のための」という対象を入れ

ず副題に明示したのは，アクセシビリティという言葉

に，障害者・高齢者のためのという意味が，既に含ま

れているからである.福祉先進国では，前述のように

法令化されており，なじみの薄いアクセシビリティと

いう言葉を広く認知して頂くため，更には設計・開発

段階からアクセシビリティを考慮、した研究 ・商品開発

を心がけて頂くために啓蒙も兼ね，これまで行ってき

た研究開発実例と福祉コミュニケーションに関する主

張を述べ，問題点を提起した次第である.
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i'i A38東北大・工.~Iî子卒. 昭 43 同大大

学院博士課程了.同年信州大・工・講師，昭

44同助教授，昭 56同情報工学科教授，現

在に至る.'i立子写真材料， レリーフ包子写

真，感覚 ・機能サポートシステムの研究に

従事.工博.日本iYIE学会，電子写真学会，
日本音響学会，応用物理学会各会員.
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